
こだわりは、透明！

酸化チタン素粒⼦分散液(REDOX)は、酸化チタンを素粒⼦
にまで分解し、⽔中に分散させた世界初の無⾊透明の酸
化チタン⽔溶液です。

新次元・素粒⼦光触媒



光触媒とは 光触媒とは、太陽光などの光を受けて強⼒な
酸化⼒を⽣み、接触してくる有機物や細菌な

どの有機物質を除去する環境浄化物質のこと
で、代表として酸化チタンが広く知られてい
ます。
酸化チタンの粒⼦⾃体には、基材となる物質
に⾃⼰結合することができないため、接着剤

等のバインダーを配合し、基材に結合させる
必要があります。この場合、基材表⾯に露出
した光触媒の酸化作⽤によりバインダー⾃体
が徐々に分解されてしまい、酸化チタン粒⼦
がバインダーと共に剥離して⻑期的に機能が

持続できないことも多いようです。また、酸
化チタン粒⼦は⽩⾊の粉末であるため、透明
もしくは光沢のある素材に対しては、美観上

の問題から使⽤することができません。



酸化チタン素粒⼦分散液は

酸化チタン素粒⼦分散液(REDOX)は、対象物に噴霧することで、⽔中の酸化チタン素粒⼦が対象物表⾯の原⼦と電⼦結
合することから、バインダー等を必要とせず、また、対象物の素材・質感を変えることなく、触媒効果を⻑期間にわ
たって持続させることが可能です。触媒機能は、どれだけの光を受け取ることができるか、つまり、基材の表⾯にどれ
だけ広く露出しているかが重要な要素であり、本剤はその点、基材表⾯の原⼦と電⼦結合するため、基材全⾯に触媒機
能を持たせることができるのです。



チタン素粒⼦は、⽔中から解放されると元の物質に戻ろうとし、物質（対象物）の表⾯上で互いに強い⼒
で引き合い、その物質（対象物）に電⼦結合します。

基材表⾯が変化（剥離、摩耗等）しない限り、⻑期的に機能を持続します。

付着のメカニズム（原理）



素粒⼦とは・・・最⼩の粒（ツブ）。

物質を細かく砕いていくと、「それ以上、分けられない最⼩の

粒（ツブ）」。それが素粒⼦です。

物質の構成する基本物質である原⼦は、素粒⼦ではありません。

原⼦は「原⼦核」というさらに⼩さな粒のこそ、素粒⼦です。

では、原⼦核はどうでしょうか︖
原⼦核は、まわりを、これまた⼩さな粒「電⼦」がまわってい
る構造をしています。
この電⼦陽⼦と中性⼦という２種類の粒が集まったものですが、

これらは素粒⼦ではありません。
陽⼦も中性⼦も、６種類の「クオーク」という粒が集まったも

のなのです。
このクオークこそ、素粒⼦です。

素粒⼦とは



素粒⼦の⼤きさ・・・ゼロ︖
素粒⼦とは「それ以上、分割することができない⾃
然界の最⼩単位」です。

原⼦の⼤きさは、1ミリメートルの1000万分の１ほ
ど（約10-10メートル）です。
つまり、1000万個の原⼦を横に並べるとようやく１
ミリメートルになります。
原⼦は中⼼に原⼦核があり、その周囲を素粒⼦であ
る「電⼦」がまわっています。

原⼦核は、複数の粒⼦（陽⼦と中性⼦）が集まって
できています。
原⼦核の⼤きさは、原⼦の種類にもよりますが、原
⼦の10万分の１ほど（約10-1５メートル）です。
陽⼦や中性⼦は、さらに⼩さな「クオーク」という
素粒⼦からできています。
その⼤きさは、陽⼦・中性⼦の1万分の１ほど（約
10-1９メートル未満）です。
つまり、1メートルの１兆分の１の、さらに１万分の
１未満より⼩さいといいます。

素粒⼦物理学では、理論上、素粒⼦の⼤きさはゼロ
としてあつかわれています。
つまり、数学上の「点」とみなされているわけです。

素粒⼦の⼤きさ



ＲＥＤＯＸの効果

菌を分解し菌の発⽣・増殖を抑えます。

汚れにくく、汚れても落ちやすい。

ニオイの原因物質を分解します。
ニオイの原因となる物質（たばこ・加齢臭・ペット・汚
物臭等）を分解、吸着を抑制します。

細菌・カビ菌を発⽣を抑制する作⽤があり、環境衛⽣の維持に役⽴ちます。

タバコのヤニ・⽔垢・油煙・排煙が付き難くなります。
セルフクリーニング効果。

抗菌・防ｶﾋﾞ

防 汚

ＲＥＤＯＸはじっくりと確実に⻑期的に消臭、抗菌、防汚効果を発揮します。

抗ウイルス・アレルギー対策

省エネ対策

防臭・消臭



どんな場所でも、まるごと抗菌ルームに。

菌・ウイルス・臭いを分解除去

施⼯⾯に電⼦的に結合することから、どんな材質にも結合することができます。
また、施⼯後は室内灯など弱い光にも反応し光触媒機能を発揮します。



抗ウイルス・抗菌性
酸化チタン素粒⼦分散液の加⼯⾯の外側で空気中の酸素と光⼦が反応し、
原⼦状活性酸素となり、有機物・細菌・ウイルスなどに対して原⼦レベ
ルで、これらを不活性にします。

また、表⾯上では、光⼦と⽔分⼦（⽔素）との反応で、原⼦状過酸化⽔
素となって抗酸化作⽤により表⾯の酸化を防ぐことができます。

抗ウイルス性評価試験報告
供試ウイルス

ネコカリシウイルス（Feline calicivirus;Strain:F-9 ATCC VR-782) 

インフルエンザウイルス(H3N2;A/Hong Kong/8/68:ATCC VR-1679)

試験⽅法（ISO２１７０２）

受取試料を滅菌精製⽔で 10 倍に希釈した溶液 0.9ｍL にウイルス懸濁液を 0.1ｍL 加え、24 時間放置した後、

この溶液 0.1ｍL を採取して SCDLP 培地 0.9ｍL を添加、プラーク法によりウイルス感染価を測定。

試験結果

ネコカリシウイルス、インフルエンザと共に感染価の低下が認められた。

表 1.ネコカリシウイルスに対する REDOX-BDの基礎効⼒評価結果

試料 保管条件 ウイルス感染価対象値
（PFU/ｍL）

精製⽔ 試験直後 7.6
24時間 7.3

REDOX-BD <3

表 2.インフルエンザウイルスに対する REDOX-BDの基礎効⼒評価結果

試料 保管条件 ウイルス感染価対象値
（PFU/ｍL）

精製⽔ 試験直後 7.7
24時間 7.5

REDOX-BD <3



消臭・抗菌試験報告

試 験 品 静菌活性値

ＲＥＤＯＸ 洗濯20回 ５.５以上

アンモニア 酢 酸 イソ吉草酸

９９．４％ ９７．８％ ９９．０％

アンモニ
ア

酢 酸
イソ吉
草酸

ＲＥＤＯＸ加工
品

９９．８％ ９２．８％
９９．
９％

洗濯１０回後 ９９．３％ ９３．６％
９９．
７％

・消臭性機能試験方法
機器分析実施マニュアル(検知管法､ガスクロマトグラフィ法)

・試 験 結 果（減少率％）

・抗菌性試験方法 JIS L 1902 
＜定量試験＞菌液吸収法
＜生菌数の測定法＞混釈平板培養法
＜試験菌種＞黄色ぶどう球菌 Stapylococcus aureus ATCC6538P

＜試験菌懸濁液＞非イオン界面活性剤0.05%添加
＜洗濯方法＞JIS L-0217 103法 吊⼲し(JAFET標準洗剤使用)

・試 験 結 果

黄色ブドウ球菌抗菌性試験消臭試験１

※評価基準(抗菌活性値)：JIS･･･2.0以上
:㈳繊維評価技術協会･･･2.2以上

・消臭試験方法
機器分析実施マニュアル(検知管法､ガスクロマトグラフィ法)

＜初期ガス濃度＞アンモニア100ppm､酢酸50ppm､イソ吉草酸約38ppm
＜測定時間＞２時間
＜試料サイズ＞アンモニア､酢酸 10×10㎝ イソ吉草酸 6×8㎝
＜洗濯方法＞JIS L-0217 103法 吊干し(JAFET標準洗剤使用)

・試 験 結 果（減少率％）

消臭試験２

試験品 菌 数 抗菌活性値

ＲＥＤＯＸ 未洗濯 １.０未満 ５.５以上

ＲＥＤＯＸ 洗濯１０回 １.０未満 ５.５以上

試 験 結 果

• 30℃のＲＥＤＯＸ(Ｗ50)200ml.に綿白布(10㎝×10㎝)を30分浸漬し、
• 自然乾燥未洗濯と洗濯10回の試料を作成

＜洗濯方法＞JIS L-0217 103法 (JAFET洗剤使用)に準拠
• 抗菌性評価試験

抗菌製品技術協議会規定 試験法Ⅲ 光照射フィルム密着法に準拠
＜使用菌種＞大腸菌(Escherichia coli)
＜光照射条件＞（Ⅰ)ブラックライト(光量：20μW/㎠以上)
＜照射時間＞24時間

※抗菌活性値が2.0以上あれば、抗菌効果があるとされている

大腸菌抗菌性試験
試験方法及び条件



抗菌試験
岩盤浴内でＲＥＤＯＸ施工前と施工後に同
じ場所に接地させ、２４時間、常温放置後
、培地内の状況を観察した。（ＦｏｏｄＳｔａｍ
ｐ寒天培地使用）

REDOXを施工することにより、施工面の
抗菌力がアップし、菌の増殖を防いでい
ることが証明されている。３ヶ月間の継続
観察によるデータでも同様に、施工面の
菌の発生を防いでいることが確認されて
いる。

まな板にＲＥＤＯＸを塗布したものまな板になにも塗布しないもの

まな板にＲＥＤＯＸを塗布しない①と塗布し
たもの②を抗菌培養試験を行った。

社団法人和歌山薬剤協会

医薬品 公衆衛生検査センター

一般細菌 一般細菌大腸菌 大腸菌



抗菌⼒測定（ルミテスター）

電⾞⾞両への施⼯結果

キッコーマン社ルミテスターSmartを使⽤した、ATP+ADP+AMPふき取り 検査(A3
法)※によるATP濃度チェック
※A3法はキッコーマンバイケミファ独⾃の測定法でATP（アデノシン三リン酸）を汚染指標にして、ATPだけでなく、

ADP, AMPも測定位することでより⾼感度の測定が可能な⽅法です。
ATPはあらゆる⽣物がもつ物質であり、⾷品や菌をはじめとした「有機物」の多くに共通して存在しています。
ATPが多ければ洗浄不⾜( =汚れが多い状態)であることがわかります。

事務所トイレの壁への施⼯結果



シックハウス症候群

（加⼯⽅法）
№ 品名
1. REDOX（塗布）テスト
2. ブランク（空試験）
（試験項⽬）
濃度低下試験
※資料負荷率：⾼

（備考）
試料の⼤きさ ：20cm×20cm 露出⾯積：400cm２

試験容器 ：5ﾘｯﾄﾙﾃﾄﾞﾗｰﾊﾞｯｸﾞ
容器内のガス量：ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 100ppm
試験室温度 ：２０℃
空試験･･･試料を⼊れないで同様に操作したもの。

試料
ホルムアルデヒド（ppm）

１時間 ２時間 ４時間 ６時間 ２４時間

１．ＲＥＤ
ＯＸ

１００ ７０ ６０ ５０ １５

２．ブラン
ク

１００ １００ １００ １００ １００

（試験結果）

ホルムアルデヒドはシックハウス症候群の原因物質。
家具や建築資材、壁紙を貼る為の接着剤、塗料などに含まれ、防腐剤としても使⽤されている物質です。

ホルムアルデヒド濃度低下試験



ホルムアルデヒドの分解による⼆酸化炭素発⽣濃度試験
【条件】
①検体を２０㎝⾓（露出⾯積：400cm２）に切り出し、化⽣以外（裏⾯・⼀部表⾯）はアルミテープでシールし、サンプルを作成。
②サンプルを５Lテドラーバックに⼊れ、ホルムアルデヒドガスを注⼊する。（初期濃度：100ｐｐｍ）
③⼀定時間経過後（0,2,4,6,8,24,48時間後）の残存ガス濃度（ホルムアルデヒド・⼆酸化炭素）を測定する。
※今回は、箱の中を想定して、わかりやすくするため資料負担率をあげています。

ホルムアルデヒ
ド

１サイクル 経過時間（時間）

0 2H 4H 8H 24H 48H

①NQシート 100 80 70 60 50 20

②⼀般シート 100 90 75 70 55 25

③ブランク 100 100 100 100 100 90

⼆酸化炭素 １サイクル 経過時間（時間）

0 2H 4H 8H 24H 48H

①NQシート 200 240 260 270 280 285

②⼀般シート 200 200 200 200 200 200

③ブランク 200 200 200 200 200 200

NQシートは、REDOX（SE30)加⼯。
⼀般シートは、従来の光触媒加⼯品。
ブランクは、資材を⼊れない同様のもの。

光触媒加⼯品は吸着による濃度減少であります。
REDOX加⼯品は、⼆酸化炭素発⽣が⽰すように、分解による濃度減少です。



⾒えない
コーティングを実現！

汚れがつきにくくなり、汚れても⽔の⼒を借りて汚れを簡単に落とすことができます。

⾃動⾞のボディや透明なガラス、⾐類など、美観・光沢・質感がそこなわれてはなら
ないものにも安⼼して使⽤できます。

防汚効果



汚れない。セルフクリーニング

汚れないを実現！？

４５日後

左半面にＲＥＤＯＸ。

右半面にガラスコーティング。

１ヵ月後では差は殆ど無し！

株式会社カービューティープロ提供



驚異的な持続性
原⼦に電⼦状で結合することで、驚異的な持続性を保ちます。耐熱性や磨耗性
といった⾯においても優れており、REDOX効果を半永久的に発揮します。

２年以上、
キレイを維持してます。



船底での除菌・防汚効果の検証



タイルによる劣化試験

１．タイルをよく洗う。
２．⽔分を拭取り乾燥させます。
３．1枚にＡ。
４．もう1枚にＢ。
５。ＡにＲＥＤＯＸを噴霧。
６．Ｂには噴霧せず野外に放置します。
１ヵ⽉放置後、
REDOXは、劣化を防いでいます。



セルフクリーニング性能 （ＪＩＳ Ｒ１７０３－１）

REDOXセルフクリーニング効果 限界接触角（水接角度） ５°以下

光触媒は紫外線があたると水になじみやすいＯＨ基（親水基）が生成し表面を覆います。ＯＨ基は水にぬれやすい性質（親水性）を

有しており、付着した水は粒にならず、表面に薄く広がります。光触媒の場合は非常によく水にぬれやすいので超親水性と呼びます
。ガラス窓や外壁に光触媒を用いると、雨水がかかった時に薄い水の膜が表面にできるため、その膜が汚れを浮かせて流し去りま
す。これが光触媒の持つセルフクリーニング性能です。

試験の概要

ぬれやすさを示す指標として水滴の接触角を測定します。
試験片にオレイン酸を薄く塗布し、接触角計で初期の水接触角を測ります。その後、一定時間紫外線を照射し、接触角を測る操

作を繰り返します。超親水性能とともに光触媒の有する酸化分解性能によりオレイン酸は、徐々に分解され触媒表面が露出し始
めます。それに伴い接触角は小さくなり、最終的にはオレイン酸すべてが分解して接触角は一定の値となります。この接触角が
試験片の示すセルフクリーニング性能（超親水性）の指標となります。

試験日 ２０１０年１０月１２日 試験片 ガラス板３ミリ １０×１０ 紫外線：２ｍW/C㎡、２４Hｒ オレオン酸；０．２ｇ/ ㎡手塗り



施⼯事例（ホテルの室内）
喫煙ルーム客室

室内清掃後のニオイ数値

ＲＥＤＯＸの施工

専用スプレーにて

保護マスク、眼鏡は不要

施工後10日測定

ベッド周辺の数値も激減し、タバコ臭等は

全く気にならない状態となった。（ＨＫ）

数値 17

数値 16



施⼯事例 （喫煙所）



施⼯例 （喫煙室と施設）

株式会社東京ドームラクーアスパ
REDOX消臭・抗菌施工

日時：平成２１年１１月１０日
午後１時３０分～４時３０分

施工個所：６F喫煙室
５Fリラックスラウンジ

ＲＥＤＯＸ施工

測定日時：平成２２年１月２１日

施⼯数⽇後

数値 1063 数値 968

数値 1062 数値 296

数値 840

数値 2 数値 71

数値 3 数値 1

数値 0



施⼯例（清涼感、汚れない店内実現︕）

施工後3ヶ月経過営業時間前

ヤニ汚れが付き難く、清掃経費削減

群馬県高崎市内 パチンコ店

店内を施工！



REDOXは世界初の酸化チタン素粒⼦分散液です。
酸化チタンは⻭磨き粉や化粧品・⾷品添加物とし
て使⽤されている物質です。
REDOXは⽪膚刺激性試験、急性経⽪毒性試験、急
性経⼝毒性試験、⽔質検査（⾷品衛⽣法）におい
て安全が証明されており、⼈体にも安⼼してお使
いいただけます。また、無⾊透明であり、対象物
の美観・光観を損なわず、⻑期間に渡って効果を
持続します。



安全性

⽪膚刺激性試験
試験⽬的 ⽪膚刺激性をウサギを⽤いて検討することを⽬的とした。
要 約
⽇本⽩⾊種の雄性ウサギ3 匹を⽤いて、⽪膚刺激性試験を実施した。
0.5 ml を2.5 cm × 2.5 cm のガーゼパッチに塗布したものをウサギの背部⽪膚に4 時間適⽤し、パッチ除去1 時間後、24 時間後、48 時間

後及び72 時間後に⽪膚反応を観察した。 その結果、観察期間を通じて被験物質適⽤部位に紅斑（痂⽪）と浮腫の形成は認められなかった。本
試験条件下では、⽪膚⼀次刺激性インデックス（PCI）は0 であり、「Non-irritant（無刺激物）」であると判断する。

急性経⽪毒性試験
試験⽬的 ラットを⽤いて急性経⽪投与による毒性を検討することを⽬的とした。
要 約
Sprague-Dawley 系雌ラットを⽤いて急性経⽪毒性試験を実施した。
投与量は2000 mg/kg の1 ⽤量（限界試験）とし、雌5 匹のラット背部⽪膚に24 時間貼付（投与）した。24 時間貼付後14 ⽇間に亘って⽣死の
有無、⼀般状態観察及び体重測定を実施し、その安全性を評価した。その結果、14 ⽇間の観察期間を通して死亡例は認められなかった。⼀般
状態の観察において異常は認められなかった。体重推移については、投与後1 ⽇に経⽪投与の物理的なストレスに起因する体重減少がみられた
が、いずれの動物もその後は順調な増加が認められた。以上の結果より、ラット急性経⽪投与におけるLD50 値は2000 mg/kg 以上であり、本被
験物質は経⽪投与により毒性を発現しないものと判断する。

急性経⼝毒性試験
試験⽬的 急性経⼝毒性試験をマウスを⽤いて検討することを⽬的とした。
要 約
ICR系雌マウスを⽤いて急性経⼝毒性試験を実施した。
試験群には20mg/kgの⽤量で単回投与した。１4 ⽇間に亘って⽣死の有無、⼀般状態観察及び体重測定を実施し、その安全性を評価した。その
結果、14 ⽇間の観察期間を通して死亡例は認められなかった。⼀般状態の観察において異常は認められなかった。以上の結果より、マウスに
おける単回経⼝投与によるLD50 値は20 mg/kg 以上であり、本被験物質は経⼝投与により毒性を発現しないものと判断する。

⽇精バイリス株式会社滋賀研究所での安全性試験結果



無⾊透明だから・・・
酸化チタン素粒⼦分散液は無⾊透明。光触媒機能を持続させ、美的問
題をクリアできるのです。しかし、無⾊透明をそのまま維持させる
ことはとても難しいのです。
REDOXは、類似の酸化チタン分散液とは違います。⽩濁しません。



他の酸化チタン光触媒の抗ウイルス抗菌対策との⽐較

項⽬ REDOX ⾦属担持型光触媒 超微粒⼦⾃⼰吸着型酸化チタン分散液 アパタイト系
（2~３nm?) ハイブリッドタイプ

消臭⼒ ◎
即効性

〇
即効性

〇 ▲
持続性に問題あり 持続性が無い 持続性に問題あり

防汚 ◎ ▲ 〇 ▲
持続性に問題あり 持続性が無い 持続性に問題あり

防菌 ◎
即効性

〇
即効性

〇 ▲
持続性に問題あり 持続性が無い 持続性に問題あり

バインダーの有無 無し 有り 無し 有り
溶液タイプ 無⾊透明 ⽩濁 ⽩濁 ⽩濁
⽩濁・沈殿 しない 沈殿する 溶液が変化する

無し 有り 有り 有り施⼯箇所の制限
（変⾊・サビ） 変⾊の恐れあり 変⾊・サビの恐れ

タイプ 酸化チタン素粒⼦分散液

⾦属担持型酸化チタン 超微粒⼦酸化チタン分散液 アパタイト系酸化チタン

互いに阻害しあい効果が発揮できない ⽩濁してることから2~3nmの粒⼦でない。 酸化チタン光触媒の表⾯積を奪われ、

持続性に問題あり 光触媒効果・持続性の低下 光触媒能⼒を抑制される。



酸化チタン素粒⼦分散液
REDOX-BlessDew

u 超純⽔をベースに酸化チタン素粒⼦を分散させた⽔溶液です。

右肩の化膿した皮膚病が原因で悪臭を放っていたワンちゃんにREDOX-BDをスプ
レーすると・・・・４日後には炎症箇所が無くなり、ニオイも無くなりました。

こんな驚きの効果が・・・

※１

※１ REDOX-BlessDewとは、⽔性タイプ（アルコール成分0.02％）
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消臭・抗菌持続性試験報告
洗濯５０回後でも効果を発揮します。







安⼼の証（あかし）

ステッカー


